
Board 1
West Deals
None Vul

♠ Q J 7 6 5
♥ 10 9 5 4
♦ J 8 5 2
♣ —

♠ 3
♥ K J 7 6 2
♦ Q 7 6 4
♣ A Q J

♠ K 8 4
♥ Q
♦ K 10 3
♣ K 10 8 5 3 2

♠ A 10 9 2
♥ A 8 3
♦ A 9
♣ 9 7 6 4

4
13 11
12

N
W E

S

NS 3♠; E 4♣; W 3♣; E 1N; EW 1♦; Par −100: NS 4♠×−1

この上の行は、ダブルダミーの解析結果と呼ばれています。すべてのハンドを見て、最適なプレイと、
最善なディフェンスを行った時の、できるコントラクトが表示されています。
例えば、最初の「NS　３♠」は♠を切り札にしたら、NがやってもSがやっても３♠ができると言っています。
最後の「Par　ー１００：NS４♠ｘ　ー１」は、平均点はＮＳのー１００点　４♠をダブルされて１ダウンとい
う意味です。そのうちこの意味が分かってきます。今はこの部分は無視です。

EWは２４点あり、Wがディクレアラーに
♣が８枚あり切り札に
コントラクトは２４点なので表から２♣

Wがやると３♣ができると言っています
実際は２♣（８勝５敗の予定が）７勝しかできす１ダウンしました
どうしてでしょう？

Wの立場で負けるカードを調べてみると
♠１枚
♥１ー２枚　Aに負ければ、２枚は勝てそう
♦２枚　♦ Qで♦ Aに負けて、♦ Kを勝って、もう一つ負けるが、４枚目は切り札を使える
♣負けなさそう

３♣は９勝４敗ですから、負けをひとつ減らさないといけません

♥の負けを１枚にするしかないようです。

♠Qのオープンリードがいいですね。
♠Qー♠４ー♠２ー♠３
続けて♠Jー♠８ー♠９ー♣J
ここで運命の分れ道です。♥を回るか、♣を回るか？

カードを使っていろいろやってみてください。



Board 2
South Deals
E-W Vul

♠ K J
♥ A 6
♦ A K 6 4
♣ K 10 6 5 3

♠ 10 4
♥ K Q J 4 2
♦ Q 10 5 3
♣ 9 8

♠ Q 9 8 2
♥ 10 9 8 5 3
♦ 9 8
♣ J 4

♠ A 7 6 5 3
♥ 7
♦ J 7 2
♣ A Q 7 2

18
8 3
11

N
W E

S

NS 6♣; NS 5♠; NS 4N; NS 5♦; NS 1♥; Par +920: NS 6♣=

NSは２９点あり、Nがディクレアラーに
♣が９枚あり切り札に
コントラクトは２９点なので表から５♣

NSが♣を切り札にすると６♣（１２勝１敗：スモールスラム）ができると言っています
実際は５♣（１１勝２敗の予定）を予定通り１１勝して５メイクしました。おめでとう

でも１２勝できるプレイがありそうです。
どうすればよかったのでしょう？

Nの立場で見れば、負けるのは

♠０枚　AtoKがあります
♥０枚　Aで勝って、２枚目は切り札を使えばいい
♦１枚　AKと勝って１枚負ければ、４枚目は切り札使える　その前に敵の切り札を召し上げおく必
要がありますね
♣負けなさそう　最初２回切り札を回れば、８枚出て、残り５枚。すべてNSがもっています。
的にはもう切り札ありません。



Board 3
West Deals
N-S Vul

♠ 10 8
♥ A Q J 4
♦ 8 3
♣ 10 7 6 4 2

♠ Q J 4 2
♥ 10 5
♦ K Q 6
♣ K Q J 3

♠ A K 9 5 3
♥ 3 2
♦ J 9 7 4 2
♣ 9

♠ 7 6
♥ K 9 8 7 6
♦ A 10 5
♣ A 8 5
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EW 3♠; NS 2♥; EW 3♦; NS 1N; NS 1♣; Par −140: EW 2♠+1

EWに２２点あり、Eがディクレアラーに
♠が９枚あり切り札に
コントラクトは２２点なので表から２♠

Eが♠を切り札にすると３♠（８勝５敗）ができると言っています
実際は４♠（１０勝３敗）ができました。

NSは、♥二つ、♦ひとつ、♣ひとつ勝てそうです。３メイクですね。

きっと最初の♣でAを出さなかったのですね。
ダミーは♣１まいですから、最初にAで勝たないと、あとは切る札を使われてしまいます

それとも♣Aで勝ったのに、♣K,♣Qで、ダミーの♥を捨てられて、切り札の登場となったかもしれません


